基礎倫理学シケプリ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：楠部

　今までのところ、ソクラテスとギリシャ悲劇について講義が行なわれています。去年の冬学期の過去問（たぶん同じ内容の講義）を見つけたので、場所が知りたい人は楠部まで聞いてください。ソクラテスについては、とりあえず「ソクラテスの弁明」（岩波文庫、４００円、本文８８ページ）を一読するば概要が分かるでしょう。講義で同じクラスの人を見かけないので、念のために言っておくと、講義はほぼ話しで、板書らしい板書はないです。なので、シケプリでは先生の述べたことを書いておきたいと思います。語りの授業のため、シケプリでは分かりにくい部分があるかもしれませんが、楠部に聞いていただければ多少補足はできるかもしれません、ただしあまり期待せぬように。加えて他のクラスからもシケプリを入手できるでしょう。

・動物は学習するが、いつ、何を知るかは決まっている＝本能

けれどもヒトはわざわざ学習する＝人工の作業

・ヒトはある知らないことを知ろうとして対決し、その結果自分を知ろうとする

→人間は自己に関心を持っている存在

・子供は明瞭な「知る」という構造がない

　自分の関心、欲求、望みにひたりきり←親が叶える

　　　　　　　子供　自分⊃　充足　自己閉鎖系

　　　　　　　↓

　　　　　　自己を制御すること、アピールすることを期待される＝　自分＝親（まだ一体）

　　　　　　　↓

　　　　　　他者の出現、母が自分と一体のものではなくなる（夫の妻、兄弟が出来る、仕事に出る）

　　　　　　　↓

　　　　　　自己閉鎖系が外に開かれる＝精神生活の成熟＝世界が広がる＝不安ももたらす

　　　　　　　↓

　　　　　　安心を求め、自己閉鎖系へたえず戻ろうとする＝退行願望

　　　　　　未知の死（強制的に外に開かれる）に直面しようとするとき、退行願望が際立つ

　　　　　　褻れる　狎れる　慣れる＝退行願望⇔新しいものを知る

Socrates について

・自然は扱わず、人間のことだけを扱った

・確実な歴史的事実はＢＣ３９９の死刑だけ

・ソクラテスについての本が複数あるが一致しない

　　Aristophanes 本質　いんちきソクラテスが塾を開き、だめな議論を見せかけだけ強い議論にする方法を教えて金をとる→様々な形に見えるが、本質は水滴（＝虚無、零無）＝形のあるようなことを言っているが内容は何もない。

　　Xenophon　　偉大な平凡者　「万人を映す鏡である」

　　Platon　　　

プラトンとソクラテス

・人間と国家の関係を発見した

・政治には支配する権威も力もない、超越の次元が全くない

・政治は人間の心には指を触れることができない

・「君の心が最善であるように気遣う以上に君の体、金、威信を気遣うことが無いように」

・Gnothi santon 「汝自らを知れ」

・局所特異点―自然界の法則が適用されない

・人は1人（唯一性）＝局所特異点

・人は人と人の間に生まれ、生きている、けれども生まれたときから唯一＝人間の間には無限大の距離が存在

・李白　他人の方寸の間　山河幾千里

・こころは個体化の原理

・こころの働きの意味　何かを達成すること（第１義的なものではない）→成果は文化

・こころの第一義的意味　なぜ今生きてる？

・達成・成功は最終項目となるか？　ならない。達成・成功は生という有限性の中でのみ存在する、死の前では人間を充足させることはできない→生きているということの根拠には、有限性の中のものは根拠にならない、人間は無限の何かを追い求めている

・この世は経験事実だらけ→生きている根拠にはならない、あらゆる経験事実が零になる地点がある、死の事実によっては有限性のいかなるものも充足されない、決して解明されない謎（今生きている？）に直面している、自己を知らない無知の中にいた

ソクラテスの裁判事件

以下、プラトン曰く

ソクラテス「裁判に慣れていない。従ってXenos（よそ者）として裁判に臨む、（１回きりの）裁判に勝つことが目標ではなくなった。有罪か無罪かが中核ではない。真実を述べることが弁明する人のやること。被告の言っていることが正しいかどうかを判断するのが裁判官のやること。」

呼びかけが「アテネ市民諸君」

無罪投票した裁判官に呼びかけるのはずっと後

　　　　　　↓

この裁判はソクラテスによるアテネ市民の試験＝プラトンによる読者のテスト（有罪or無罪？）

　　　　　「裁判官は自由に判断しろ、自分に有利になるようにアピールすることはその自由を奪うことになる。大衆はひとつひとつの議論をフォローし、自由に判断することは出来ない。大衆は感情動物だ。」

ソクラテスがそれを実感したのは‥

１　アテネが負け、３０人独裁政権が誕生、アテネ市民を虐殺、市民が反発し、回復した。ソクラテスはひとを連れて来いという命令に従わなかった、罰の恐れから他の二人は従った。

２　海戦でアテネ軍勝利、その後嵐来る、戦闘中に船から落ちた市民を置き去りにして帰る。アテネ市民は海軍将軍たちを一括死刑にした。ソクラテスは一括裁判を非難した、一人一人に関して明らかにすべき。

まじめで正義感の強い青年メレトスがソクラテスを訴える

訴状１　国家の神々を認めないで新しい神霊を導入しようとしている

　　２　青年を堕落させる

　　　　世間（大人）の知恵が固定、強化されたときに伝統となる、ソクラテスは伝統が伝統であることを理由に従わなかった、それがなぜ伝統になったのかの理由が自分に明らかでなければ従わない

新しい告発：告発そのもの

古い告発：大衆の間の噂

大衆＝個体なき個体集団

デルポイの信託事件

ソクラテス以上に知恵のある者はいるか？いない。

ソクラテスは自分が知恵があるとは思わない、では神が嘘？→謎→謎は解かれねばならない

→神の言葉であっても人間の言葉で考えねばならない→自分より知恵のある人を連れてくればよい

・政治家

政治家は国全体、過去のことについて知恵がある

政治家と議論して分かったこと→政治家の力の源泉は大衆に支持されていること

大衆に支持されること＝大衆の期待に応える

人々の感情と欲求によって作り上げられたのが政治家

政治家は知恵がないにもかかわらず、知恵があると思っている＝知恵がないことに気づいてはいない＝無知

知らないことを認めているソクラテスのほうが知恵がある

・芸術家

市の女神の創造的な息吹に吹かれるのが天才

芸術家は芸術作品を作る、芸術作品は完全体でなければならない

なぜ作品が完全か？その理由と根拠を芸術家はいえない

作られた表現だけが芸術で大事←どうしていいのか？答えられない

知恵で作品を作っているわけではなく、天恵で作っている

・職人

職人は社会的評価は低いが、知恵がある

職人は自分が偉いとも思わない、無名

Xの職人　Xだけじゃなく、Y（最大のこと＝生きることの意味、価値、根拠のこと）のことも知っているようになってしまう

自分自身が何であるか知らない←見える事実ではない

自分のこと、もの←見える事実

最大の事を知らないことに気づいているか？No職人　Yesソクラテス　

原初受動性（生まれようとして生まれたわけではない）

今と未来　今、未来について語ることは出来るが、未来の保証はない＝未知に縛られている
自己の存在はあたえられた、探求していく課題

メレトス→ソクラテス

国の神を信じない＆新たな神を導入する　　　　　　　　　　

青年を堕落させる

↓

罪

まじめなメレトス⇔ソクラテスのそらとぼけ

プラトン→メレトスのまじめさはうわべだけ→裁判は意味がない

ソクラテスは神の子供を認める→神を認める→よって無神論者ではない

melethos名前は「気遣い」だが民主制の中でかり出されただけで反論できない

ソクラテスは心のケアしかしたことない

　君の心が最善である以上に、君の身体や金や威信について気遣うことがないようにすすめるだけ

　私の心が最善であるように

私自身＝心

身体、金、名誉がいらないわけではない

先後の違い、順番

身体：生物学的生命

金、名誉：社会的生命　を超えるもの→心　心理に一切の優先権を与える

有罪　２７０　無罪　２３１

罪　メレトス　死刑要求　ソクラテス　迎賓館での食事

　普通有罪を認めた上で罪減らしを要求

ソクラテス　そもそも裁判自体がなりたっていない

　　　　↓

　　死刑確定へ

　　　　↓

裁判官諸君（無罪投票した人）

クリトン　牢番に金を渡そうとする→脱獄

dike：（プライベートな）裁判←クリトンはこれを用いる、クリトンにとっては私的なものだ、友情関係の問題

graphe：（パブリックな）裁判←ソクラテス

ソクラテス　logosで脱獄が正しいかどうかを判断すべき←このとき友と敵かを考慮しない

アテネ一般人　敵には害を、友には利益を

クリトン　かけがえのない友人を失う

恐れたもの　友人を力、金もあったのに助けなかったとの悪い評判→恥、自尊心が傷ついた

　　　　　　＝自分を評価してもらいたい人の悪い評判を恐れた

大衆のdoxa（評判・意見）－栄光の意もあり

　　↓

恐れるに足るか？　専門家の意見に従わないとダメ、大衆の意見に従ってはダメ

正しさ・不正・善悪　知識がない人に従うと傷つく→こころ、自己のあり方　自己に気を使わなくなる

「Sは大馬鹿だ」真偽

　言葉を使うときの前提―本当のことを語ること、間違えたときは訂正＆謝罪

「私は大馬鹿だ」

発言の条件　私が悩みながら、泣きながら、悲しみながらの場合

　　　　　　真偽にはかかわらず、条件を満たさない限り、言うことが出来ない

　　　　　　私の存在が善に向かって方向付けられていなければならない

人はただ生きるべきではなく、善く生きるべきだ＝絶えず考え、探求すべきだ

人生最大の事柄を誰も知らない

「俺は俺だ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デカルト→自己、自我

「０が０だ」と同じ＝内容が何もない

自己は我々が探求し、作り上げるべき課題

善いか悪いかを判断をしている

私ソクラテスは自分で推理して、ベストだと思う言葉以外のどんな私のものにも従わない

全てを自分がベストだと思う言葉に委ねている

不正はよいか？　ソクラテス　絶対的な価値として不正をすること自体は悪いこと、絶対的な価値で無いとしたら限界を乗り越える可能性がある

例　テニスのやり方が悪い→でもまぁいいや

　　振る舞いが悪い→まぁいいとは言えない、変えたいと思う必要がある

論理空間は限界に縛られている

絶対的価値を提示するときは、他人、世界の声が消えてしまう必要がある

私が自分の声で言わなければならない

私には局所特異点としての性格、全て人の声が消える

我々人間は一人っ子

不正を場合によって認める人と絶対に認めない人とでは限界が違う、住んでる世界が違う

不正を受けたときに仕返ししていいか？　仕返ししていいということにはならない

国外に逃げれば裁判が正しかったことを証明することになる

クリトン　助けられるのに助けないのはダメだ、子供を置いて死ぬのは正しくない

子供は世界からのプレッシャーから守られる必要がある、シェルター＝家

家‥社会、世界から切り取られた私的な保護領域＝安心のうちにくつろぐことが初めて出来る

子供は親の庇護の下で家で守られるべき

　　　　　　↓学校

やがて、公的領域＝社会へと出て行く

社会へ出て行くことに関して気遣う必要、責任がある

子供の親となる＝社会の親となる

大衆（感情によって動かされる）が力を持つ民主政治はよくない

アテネ→ソクラテスに自由に生活することを認めた、自由にとどまる

プラトン　感情より理性　よって芸術はダメ

　　　　　芸術は感情や感受性

　　　　　実際は芸術は感受性を高める。芸術は共感の要素が強い。

ギリシャ悲劇（授業ではメモしきれなかったので他の情報も参考にしてます）
tragedy 　悲劇

元々ギリシャ語　　tragos ode　ヤギの皮をかぶった合唱団

英雄は際立つ存在だが、ヤギの皮をかぶったようなもの＝英雄はただの人

アイスキュロス「アガメムノン」

３人の女神の美人コンテスト

↓

トロイの王子アレクサンドロスに判断させる

　　　　　↓

それぞれ報酬、国、勝利が得られるが、結局アレク君はスパルタ王メネラオスの妻であるヘレネを美女として選ぶ

　　　　　↓

アレク君はスパルタに滞在中だったので、ヘレネをもらってトロイに帰る

　　　　　↓

メネラオスはとり戻すためにアルゴス王でギリシア軍総帥でもある兄アガメムノンにトロイへの出兵を頼む。

↓

しかし風向きが悪くて出れない

↓

アガメムノンは予言させてみる

↓

予言：アガメムノンの娘（イピゲネイア）を犠牲にすれば風向きは変わる

↓

アガメムノン、娘を呼び出し殺す（アガメムノンは妻クリュタイメストラに恨まれる）

↓

ギリシャ軍は１０年後勝つ

↓

アガメムノンは代わりの娘をつれてくる

↓

一方、妻はアガメムノンの従弟アイギストスと不倫。

　　　　　↓

アイギストスと夫を殺す

妻　自分の娘が殺されている

１０年間亭主がいない→不倫

妻は死んで復讐の女神となる

母親殺しと夫殺しとどちらが重いか？

第３国で第３者でアテネで裁判

女神アテナ　戦いの勝利を与える、知恵を与える

私には母親がおらず、完全なものとして生まれた

夫殺しの方が罪が重いと思う

アテナ→復讐の女神となった妻　あなたは負けたわけではない、どんな勝利を得たとしてもそれは永遠不敗の勝利ではなく、一時的なものに過ぎない

アテネをよくしてくれるなら、良い待遇をしてくれるのではと提案

復讐の女神はおれ、怒りを収め、復讐の女神から慈しみの女神へ

「敵には害を」古来からずっとつづいている倫理を終わりにする＝新しいものを作る、始めるには法外な力＝言葉による説得の力がいる。

史学　人間の行動（drama）を描いている。誰が何をしたか、しようとしているか

歴史が記述する出来事は唯一≠劇

別の人においてもおきうる可能性の行為を描く

mythos（筋） prologue

climax

epilogue

悲劇が悲劇になる要因　　　byアリストテレス

peritrope人生の歯車が狂いだすような逆転

anagrorisis発見的再認　そうだったのかという感じ

pathos受難

↑読者

compassion同情

登場人物が自分と似ている場合　自分と引き比べ恐怖

悲劇の効用はkatharsis？

浄化　昇華

ドラマを見て、理不尽の中にいる主人公に同情し、あるいは自分を引き込む

自分にも起きかねないと恐怖を抱き、主人公と自分を重ね合わせる、主人公の気持ちを共に味わう＝感情移入

ドラマが終われば解放される＝katharsis

我々の日常生活（繰り返し、平凡）⇔ドラマ、非日常

katharsisの問題

自分と主人公が＝になりすぎる

katharsis 2

主人公と自分は違う　私は私

主人公は自分のちかみにいる

主人公のやっていることは、私がやっていることではないが、やっていることでもある

自分の運命を覗き込む間が存在する

ドラマの内容

逆転→発見的再認→苦難

主人公と自分とを重ねあわせる＝感情移入

一喜一憂する→すっきりする→日常生活

自分は主人公ではない　一部同じで一部違う　自分と主人公の間に間という空間が現れる

主人公を鏡にして、自分自身の人生を見つめなおす


オイデップス物語

テーバイ王ライオス、子供を作るなという神託　生めば父親を殺し、母親を娶る

オイデップス生まれる→くるぶしにひもを通し、歩けないようにして山中に捨てる

オイデップス運良く救われ、放浪　神託を聞く→馬車とはちあわせ、喧嘩し、馬車の人を殺す　実はライオス

　　　　　↓

妖怪を退治し、代官になる

↓

母親であるヨカステと結婚する

↓

４人の子供

テーバイの国境ではスフィンクスが誰も答えを出せない謎をかけて、解けない人の命を奪っていた。「四本足、二本足、三本足で声はひとつの生き物は？」「人間」はいはい→普通→杖

オイデップスはテーバイに歓迎されて、王位につく

↓

母親と結婚
オイデップス　ライオスを殺した犯人が自分、妻が母だと知る

自分は両親だと知らなかった

妻母ヨカステは自殺

事実を直視することは不可能→自分の目をつぶす

自分はけがれた人間　追放してもらいたい

オイデップスを鏡として自分の運命をのぞきこむ

私たちが今立っている現実をしつらえているのは何か？

他でもありうる　無数の可能性のたった一つが実現して現実となっている＝氷山の一角

捨てられた可能性のほうがはるかに多い

人生がどんな航路だったかは分かる

しかしなぜかは分からない

どういう道筋で今という現実が成り立っているのか？→謎

一つの脈絡は家族　　人間＝男と女の間

問い明かすことが課されている課題

新しいドラマ

４人の子供のうちの二人の兄弟（ポリュネイケスとエテオクレス）が政権争い

↓

負けたほう、新しい軍勢を呼び、テーバイを攻める

↓

二人とも討ち死に

↓

ヨカステの弟クレオン王様へ

国王命令　ポリュネイケスの死体の埋葬は許さぬ

４人の子供のうちの１人　妹　アンティゴネ

クレオンVSアンティゴネ

クレオン　法律　死者の埋葬は許さぬ

アンティゴネ　神の法　人間が作った法律には従わない　死者を埋葬すべし

クレオンの息子ハイモンは父に逆らい、埋葬できないとすると死

クレオンの妻も自殺

この世のものであり、この世のものでないもの＝墓

埋葬できない＝死者は生きてないし、死人でない→存在してない

　　　　　　　存在したということまで消滅

国王　女は男に従うものだ

クレオン　無限の深淵をまたいでいた、自分の子供、妻の自殺予想できず

オイディップス　なかった→あった

クレオン　あった→なかった

アンティゴネ　あった→あった

許し　あった→なかった
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